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1. はじめに 

 現在の日本の大規模水田灌漑地区は、水利組合

（WUAs、土地改良区）による効果的かつ公平な配

水が行われている点で、国際的に灌漑管理ガバナ

ンスの成功例とされている。その多くは、利用可

能な水資源量が現在よりも不安定だった近世以前

に開発され、現在も稼働し続けている。 

本研究では、近世江戸期に開発された大規模水

田灌漑地区の岡堰地区を事例として、開発当時の

日本の灌漑管理における干ばつリスクを評価し、

当時の水田開発に関する政府の基準や政策につい

て考察することを目的とした。 

2. 方法と資料 

2.1 干ばつリスクの推定・評価方法 

岡堰地区は茨城県小貝川沿岸に位置する、灌漑

面積約 1,900 ha の水田灌漑地区である。1630 年

に開発され、現在の小貝川川俣流量観測所の下流

部に堰と「溜池」（貯水容量 290 万 m3）を建設し

て、灌漑用水を地区内に供給しつづけている。 

鬼怒川・小貝川水系の水田灌漑地区面積は、岡堰

地区開発時から現在までの間に大きく増加し、そ

の用排水の反復利用のネットワークも変化し、さ

らに、戦後、鬼怒川上流では大規模なダム群が建

設された。そのため、岡堰地区開発当時の小貝川

川俣地点の取水可能量は現在とは大きく異なり、

岡堰地区の干ばつリスクも現在とは異なる。そこ

で、以下の手順で当時の干ばつリスクを求めた。 

1)鬼怒川・小貝川流域の水田開発に関する文献

資料と地形図、流域の土地改良区での聞き取り調

査等によって、現在と 1630年当時の水田灌漑地区

とその面積、用排水路の系統図を作成した。 

2)1)の図を用いて、現在の川俣地点の河川流量

（16年分）が、1630年当時の流域の状況だったら

どうなるかを算定した。考慮したのは、鬼怒川上

流のダム群がなかったこと、灌漑水田面積が現在

より少ないこと、水田灌漑地区間の用水反復利用

のネットワークがより単純だったこと、灌漑用水

路の送水ロスが現在より大きいと考えられること、

の 4 点である。これらで算定された流量に岡堰地

区の降雨量を加え、10日間の移動平均をとったも

のを 1630年当時の利用可能な水資源量とした。 

3)2)の水資源量に対して、水需要量として現在

の日本の標準的な計画用水量として 20 mm/dと、

稲作の生育に必要最低限な用水量として蒸発散量

5mm/d を設定し、16 年で需要量＞水資源量となる

年数の割合を干ばつリスクとした。評価は当時の

稲作の開花期および成熟期にあたる 7 月と 8 月を

対象に行った。 

 2.2 資料と算定に用いた数値 

岡堰地区開発当時の鬼怒川・小貝川流域の水田

開発状況と水路のネットワーク関する歴史・灌漑

地区境界線等の情報は、農業土木学会（1987）およ

び国土交通省の「利根川流域地図」、流域の土地改

良区での聞き取り調査から得た。川俣観測所の流

量データと、鬼怒川上流ダム群のダム流入量・放

流量のデータは、国土交通省の水文 22年より 1969

～1990 年のうち 16 年分の流量を入手した。降雨

データは AMeDASから入手した。 

水資源量の算定では、各灌漑ブロックの取水量

を 20 mm/d×灌漑面積、排水される水量を 15 mm/d

×灌漑面積とし、送水配水ロスを現在の 15％に対

し当時は 30％とした。また、岡堰地区の取水量の
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最大値は現在の水利権流量の 9.2m3/sとした。 

3. 結果 

3.1 灌漑ネットワークの変化 

図１に現在および岡堰開発時の鬼怒川・小貝川

の河川水利用ネットワークを示す。両河川は江戸

時代初期には洪水が頻発し、大規模な水田灌漑開

発は 1617年の両河川の分離で以降に始まった。岡

堰地区はその初期に開発された。その後の水田開

発により、岡堰取水地点の河川流量に影響をおよ

ぼす水田地区は約 33000 ha、99ブロックに増えた。

また、鬼怒川から取水して小貝川に排水する大規

模灌漑地区が増加し、また、鬼怒川上流部に大規

模なダムが建設されて、小貝川の流量はかつてよ

りも豊富で安定するようになったと考えられる。 

3.2 岡堰地区の開発当時の干ばつリスクの推定 

図 2に、算定された 1630年当時の川俣地点流量

および水資源量の一例を示す。当時は現在と比べ

て流量は少なく、また、流量がゼロになる日が頻

発している。これには当時は鬼怒川を水源とする

水田灌漑地区が少なく、また、鬼怒川上流のダム

群がなく、特に渇水時の鬼怒川から小貝川への排

水流出が小さいことが強く影響している。 

降雨量を加えて 10 日の移動平均で求めた水資

源量についても、当時は現在よりも少なく、水需

要が 20 mm/dの場合、リスクは 16年に 14回発生

し、当時の岡堰の溜井の推定貯水容量 100万 m3を

加味してもリスクは 10年/16年となった。 

一方、5 mm/d（最小蒸発散量）の水需要に対し

ては、溜井がない場合のリスクは 6 年/16 年に対

し、溜井がある場合のリスクはゼロとなった。 

4. 考察 

 岡堰地区の開発当時の干ばつリスクは、現在の

灌漑計画から見ると渇水が頻発しているものの、

供給可能量が蒸発散量を下回ることはなく、灌漑

地区内の配水管理を強化すれば、旱ばつによる減

収被害は回避できるレベルであったと推定された。

わざわざ費用をかけて溜井を建設してこのレベル

を確保していることから、これは近世当時の政府

の灌漑開発の方針を示すものと考えられる。 

 
 

 
図１ 現在および 1630 年の鬼怒川・小貝川流域の水田

灌漑ネットワーク 

 
図 2 1983 年の川俣地点の河川流量と 1630 年の流域

状況での水資源量 
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